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とが考えられる．VEGF は複数のアイソフォーム (VEGF-A-1~5) をもつことから，この多機能とア
イソフォームには関係性があると考えた． 
【目的】伸張性収縮 (ECC) を用いた運動誘発性筋損傷-再生過程における VEGF mRNA およびタン
パクの発現に着目し，筋損傷‐再生に関わる VEGF-Aの役割について明らかにする． 
【方法】Wistar ラットの前脛骨筋を対象に，電気刺激による ECC を 40 回負荷した．1，3，7，14
日後にそれぞれ筋を摘出し，筋の損傷‐再生評価 (HE 染色)，筋組織での VEGF発現局在 (VEGF免






VEGF-A-3が ECC負荷 1, 3日後に有意な増加が示された．対照的に VEGF-A-4, 5は 1, 3日後に減少
が観察された．また，3, 7, 14日後おいて VEGF-A-1の有意な減少が認められた．VEGF-A-2に関し
ては変化が見られなかった．組織学的評価について，1~3 日後の浮腫や浸潤のような炎症応答を示す
筋線維の細胞質では強い VEGF の発現が確認された．7~14 日後では細胞質での発現は確認されなか
ったが，再生筋周囲の正常筋線維の形質膜上に VEGFが局在することが確認された． 
【結論】本研究の結果より，ECCを負荷してから筋が修復されるまでの過程において，VEGF-A-3は
損傷期に特異的な役割を持つことが明らかにされた．これらの発現パターンの違いはそれぞれのアイ
ソフォームが持つ機能と関係しており，VEGF-A の生体内での多機能性を示すものであると考えられ
る．  
 
